
  教務会資料                              令和 5 年 9 月 11 日 

第 1 回学校自己評価アンケート（保護者用）集計結果 

教務 

１ 回答率 

  177 家庭にご回答いただいた。回答率は５３％。 

 

２ 集計結果 

（１）学校生活について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「B そう思う」が多数を占めることから、保護者の方々は、中学校生活を概ね肯定的にとらえ

ていることがわかる。 

 「気持ちの良い挨拶ができる」「安心・安全な学校である」「思いやりのある行動ができている」

の A 回答が２０％を切っていることから、まず、日常の挨拶の向上に努めるとともに、授業や

学級活動の中で、生徒たちの思いやりのある言葉がけや行動をより一層高める指導が必要であ

ると考えられる。 

 



（２）学習について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 「分かりやすい授業が行われている」については、B 回答が多いものの、A 回答が１０％を切

っている。私たちの授業改善が継続して求められる。 

 「家庭学習・JIGAKU・スイッチ」に関しては、C 回答が３０％近い。家庭での学習習慣の形

成は引き続き難しい問題であるが、引き続き話題にしていきたい。 

 「話し合い活動や ICT 機器を生かした深い学び」については、A 回答が６．９％であった。長

野県教育が目指す「探究県」実現のために、話し合いや ICT 機器を生かした探究的な学びを目

指したい。 

 各学年の総合的な学習が、生徒の進路実現に役立っていると考える保護者が多数であった。 

 

（３）自主活動・部活動について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒会活動や部活動が有意義で充実していると考えている保護者の方は多い。生徒会活動にお

いては、さらに地域の方々に生徒たちの活動を見てもらえるよう、各委員会の活動を充実させ

ていきたい。 

 

 

 

 

 



（４）家庭との連携について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どの項目においても、B 回答が最も多いものの、A 回答は２０％未満である。学校だより、学

年通信、学級通信等を通して、学校での活動が保護者の方々に伝わるようにしたい。まず、学

校だよりの号数を多くしたい。 

 学校開放等の機会を通じて、学校生活の様子や学校教育の方針を保護者の方々に理解していた

だけるよう、情報発信に努めたい。 

 


